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パ フ ン ウニ 胚 の ア セ チ ル コ リ ン エ ス テ ラ
ー

ゼ の精 製

赤坂甲治．嶋田　拓 陳 大 ・理 ・動物）

P。，ificati・ n ・f　acety1 ・h・li… t・ ra ・e 。f　sea 　u ・ chi ・ ・ mb ・y ・ s （H ・ini・entreh4s 　Pulcherrimtts）

KOJI 　 AKASAKA ，
　 HIRAKu 　 SHIMADA

　ウ ニ 胚 の ア セ チ ル コ リソ エ ス テ ラ ーゼ （AehE ） の 活性 は受精後，胞胚期 ま で は きわ め て 低 い が，原 腸 胚 期

を境 に 発生 に 伴 っ て 急激 に 増加す る こ とが 知 ら れ て い る 。 我 々 は そ の 機構を解明す るた め に．まず φ chE の

精製を試 みた 。

． ミ〃 ウ ニ の カ レ テ ウ ス 約 5 ・ ｝0・

カ・ ら A ・hE を 0．5％　T ・iし6・ X −100 に よ り抽出 し，　 DEAE −cel1 ・le・e ・

Sepharose 　 CL−6B ク 卩 マ トに よ り部分精製し た 後 ． さ ら に trimethyl （P−a 【ninophenyl ） ammomium

、h】。，id。．S。ph 。 ，。、e　2B の ア テ 、
ニテ 、

」
ク ・ マ ト｝c よ り精製 し た ． 最終的 に h。 m ・gen ・t・ cOl4 ，　600倍 の 比

活性 （2626）を もっ AchE が 150μg 得 られ た 。　 yield は 8 ％で あ っ た 。

イ トマ キ ヒ トデ 卵 の DNA リ ガ
ー

ゼとそ の 局在性

大石　昇，嶋田　拓 （東大 ・理 ・動物）

Aetivity　and 　localization　of　DNA 　ligase　in　the 　oocyte 　of 　

IAsterina
　pectinifera

NOBORu 　 OISHI、　 HIRAKu 　 SHIMADA

　卵核胞由来の 物質が，DNA 合成 に 必要で あ る こ とが 示唆 され て い る e イ トマ キ ヒ トデ卵細胞 に は 受精後と

等量 の DNA ．t
“
　 iJ メ ラ

ーゼ α お よび β活性 が あ り ， そ の 大部分 は 卵核胞 に 局在す る （前大会 報 告）。今回．同

じく DNA 合成系酵素で あ る DNA リ ガ ーゼ に つ い て 検討 した。根本 ら （1980） の サ イ トカ ラ シ ソ B を 用 い

た 方法 に 従 い ．卵細胞 を．卵核胞 と ご く少量 の 細胞質を含む有核片 と，細胞質の 大部分 を 含む 無 核 片 とに 分け

た と こ ろ ，
DNA リ ガ ーゼ 活性 は 殆 ん どが有核 片 に 見出 さ れ た 。　DNA リ ガ ーゼ は卵核胞 また は そ の 周辺 に 存

在す る もの と思わ れ る 。 また ，卵 また は 胚 1 個あた りの DNA リ ガーゼ 活性は 、成熟分裂 。 受精か ら嚢胚期 ま

で の 各過程 で一定 で あ っ た 。 さ らに グ リセ ロ
ー

ル 密度勾配遠 心 法に よ る解析で は ，い ずれ の 場 合も DNA リ ガ

ーゼは 4．IS の 沈降係数を 示 し， ヒ ト デ 卵 お よび胚 に お い て は DNA リ ガ ーゼ は
一

種類 で あ る こ とが わ か っ

た 。

ウ ＝ 初期胚 の AP ，A 合成活性

森 岡 瑞枝，嶋田　拓 （東大 ・理 ・動物）

Synthesis 　of 　diadenosine　tetraphosphate 　in　sea 　urchin 　embryos

MI7．uE 　MQRIOKA ．　 HIRAKu 　 SHIMADA

　diadenosine　5’

，5J” −pl，
　pl　tetraphosphosphate （APgA ） は ，培養細胞 で は

巳
鴇 胞増殖関連因子

’t
と考 え ら

れ て い る 。 Judice らは， ウ ニ 胚 の AP4A 合 成 を 否定 して い る が，今回我々 は バ ブ ソ ウニ初期発生過程 で

AP 込 が合成 され て い る こ と を見出 した 。 ウ ニ 胚 （morula お よ び prism ）を 3H −aclenosine 　5eOμCi を 含む

人工 海水 中 で 4 時 間 標識 し 0．5M 　 PCA に よ り酸可 溶性 ヌ ク レ オ チ ドを抽出後，カ ラ ム ク ロ マ ト グ ラ フ ／
−

（DEAE −Sephadex 及 び DEAE −cellulose （2 回）お よ び 薄層 ク 卩 マ トグ ラ フ ィ
ー（PEI −

cellvlose ）に よ り分

画 し漂識 AP4A 画 分を得 た 。本画分 を 蛇毒 phosphodiesterase で 消化す る と赦射活性 は 全 て AMP 画分へ

移行す る 。 ま た ，
alkaline −phophatase 消化す る と全放射活性は AP ・A 画分 へ 留 ま る。以上 の 結果は ウ ニ 初

期発生胚 で AP4A が合成 され て い る こ とを示す もの で あ る 。
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